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双葉町復興町民委員会 高齢者等福祉部会  

ワークショップ 第 4回 報告書 

 

■日時   平成 27 年 11 月 20 日(金) 13：00～16：00 

■場所   双葉町役場いわき事務所 2 階大会議室 

■参加者  別紙座席表のとおり 

■テーマ  「部会最終報告書（素案）の検討」 

 

■第 1回～第 3回の討議を踏まえた部会最終報告（素案）の検討 

 参加者は、二つのグループに分かれて次のようなテーマに関する取組の方向性

について、「最終報告書（素案）」の検討を行った。 

グループＡ 

「１．不自由な避難生活の改善」 

「４．その他（医療・介護が必要にならないようにするという観点）」 

 

グループＢ 

「２．町民の生活再建の実現(高齢者福祉等)」 

「３．町外拠点における保健・医療・福祉体制の確保」 
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■ワークショップ成果の発表 

◇グループＡ 

部会員：羽山、岩元、髙野、福岡 

 

【カードに書かれた意見】 

１．不自由な避難生活の改善 

《個別訪問等による見守り》 

 ラジオ体操に参加する場所は、５～１０か所程度が複数の場所に点

在してあった方がいいのでは。コミュニティのための施設と違って

多い方がよいのでは。 

→関連する部会員からの意見へ追加。 

 今の通信ツールを使って情報を共有することで、年に１回は会える

機会をつくっていくことにつなげていく。（サポーターコメント） 

 「強制的に参加」という表現が気になる。 

→「制度的に」というのはどうか。（専門家アドバイス） 

 双葉町とつながっていたいという気持ちに「させる」のは強すぎる

のではないか。 

→「なる」ことが重要なので表現変更。 

 

《サポートセンターでの健康支援》 

 「ある程度強制的に」は表現が強い。 

→「制度的」へ変更。 

 「サポートセンター」とは何かの説明書きが必要。分かりにくいの

で「支援センター」などへ表現を変更。 

→「支援センター」へ統一して修正。 

 

《包括支援センターによる介護予防》 

 特に指摘事項なし。 

 

《心のケア支援プログラム》 

 介護している人のサポートケア。 

→関連する部会員からの意見へ追加。 

 介護以外の心のケアを必要とする人のサポート。 

→関連する部会員からの意見へ追加。 

 

《緊急通報システム》 

 民間事業者の活用をさらに進める。（アイネットなどの活用を継続す

る必要がある） 

→事業の継続活用について本文へ内容を追加記載。 
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《保健師等の人材確保》 

 住宅等の補助をしながら保健師資格を取得してもらうような、育成

のための補助制度が必要なのでは。 

→人材確保の方法について本文へ内容を追加記載。 

 保健師は一年契約の人が多い。専門職の人は、正規職員として採用

して長期雇用につなげる。 

→人材確保の方法について本文へ内容を追加記載。 

 

 

４．その他（医療・介護が必要にならないようにするという観点） 

《町民の交流機会の確保》 

 各地の集会所の現状を踏まえて、その避難先に合った集会所を運営

する。 

→関連する部会員からの意見へ追加。 

 ８町村民が共同で利用できる集まれる場（集会所など）を８町村が

共同で借りて設ける。 

→関連する部会員からの意見へ追加。 

 東北健康センターの一角を借りるなどして集まる機会をつくる。（ス

タンプやポイントの活用） 

→関連する部会員からの意見へ追加。 

 施設を確保することは、重点課題のため表現をより強調する。 

→「重要」を「最重要」へ修正。 

 

《避難先地域の住民との交流》 

 「鏡は先に笑わない」自分から笑いかけて意識を改革してみる（専

門家アドバイス） 

→意識改革の例としての表現を本文に追加記載。 

 

《全体を通して》 

 本文を短く具体的に書き、わかりやすい表現を心掛けてほしい。 

→本文の構成を見直し、全体的に修正。 

 

《カード記載以外の補足説明・感想等》 

 年一回会うのをつなげていく。 

 集会所を共同で借りて使用できればよいのではないか。 

 

《中村先生補足》 

 自分でできる人、少し手伝いがあればできる人、公的にしっかりサ

ポートしないといけない人に区別して対応する必要がある。 

 地域毎にサポーター養成講座を実施してはどうか。 
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グループワークの様子 発表の様子 

  

ワークショップの成果 
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◇グループＢ 

部会員：渡邉、永井、細澤、玉野 

 

【カードに書かれた意見】 

２．町民の生活再建の実現(高齢者福祉等) 

《長期的な健康管理》 

 文章に関して特段変更はなくてよいとの意見あり。 

 健康手帳とは受診記録のこと。 

 健康手帳とは何が書いているものなのか。読むのが面倒くさい。 

 健康手帳を配布されたが、活用方法等の実践に向けた方法も指導す

ることも大事。 

 誰が見てもわかる記録を健康手帳に記載するとよい（専門家アドバ

イス） 

 健康手帳は個人の記録（血圧・食事内容）。家族の確認の材料にもな

るし、見守るヒントにもなる。（専門家アドバイス） 

 

《定期的な健康診断》 

 特に指摘事項なし。 

 

《避難先自治体と連携した保健・医療・福祉サービス》 

 本文中の「サービス」は「サポート」のことではないか。 

→関連する内容において「サービス」を「サポート」へ修正。 

 介護分野においてボランティアセンターを設置するなど、ボランテ

ィア（コーディネーター、リーダー）の人材育成が必要ではないか。 

 本文中のボランティアやＮＰＯ団体等だけでなく、社協も必要では

ないか。ボランティアやＮＰＯだけではやりきれないかも。 

 

《医療・介護施設の充実》 

 「施設内容」とあるが施設とサービスの両方の内容がある。 

→「施設内容」を「施設・サービス内容等」へ修正。 

 「個々の家庭事情」から内容が変わる。 

→「個々の家庭事情」以降を改行することで修正。 

 「情報提供」は、施設のサービス内容や制度的変更内容などのいろ

いろな情報を含んでいるので問題ない。 

 介護施設のことが全く書かれていない。自分たちの町の施設でない

と優先されない。双葉町の介護施設の充実（場所、人、物、サービ

ス）も必要。 

→介護施設に関する内容を追加記載。 

 「（本文出だしの）介護施設において」は、必要ないのでは。 

→本文中の文言を削除して修正。 
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３．町外拠点における保健・医療・福祉体制の確保 

《双葉町外拠点における保健・医療・福祉体制の確保》 

 特に指摘事項なし。 

 

《カード記載以外の補足説明・感想等》 

 誤字脱字のチェック 

→全体的に文言の確認を実施する。 

 保健という言葉が入っていない。保健、医療、介護は一体のもの。 

→「医療・介護」の表現は「保健・医療・介護」に修正。 

 

《桶谷先生補足》 

 身内から医療・介護現場の大変さをいつも聞いている。 

 通常でも大変であるのに、被災して避難している状況でさらに大変

である。今後、様々な取組が進んでいくといい。 

 

  



7 

 

グループワークの様子 発表の様子 

  

ワークショップの成果 
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◇福島県相双保健福祉事務所 川原吹専門社会福祉主事からの講評 

あらためて行政の人間だと感じた。サポートセンターという単語自体に疑

問を抱いたこともなかった。 

タブレットについて、初めての時は電源をどうやって入れたのだろうと思っ

たことを思い出した。 

今日は、町民の皆さんの生の声を聞けてとてもよかった。 
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